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はじめに

「VoguePattern Book」を手掛かりに、 1950、

1960、1970年代、 1980年代は前半（以下： 50 

年代、 60年代、 70年代、 80年代前半）のファ

ッション・デザインを取り上げた前 4稿 I)2) 3) 4) 

に引き続き、本稿では 1980年代の後半（以下：

80年代後半）のファッション・デザインにつ

いて考察をする。前 4稿と同じく、ここで論

じているファッションとは、被服に関する流行

の様相として、服装やコーデイネート等の全体

の雰囲気やイメージを表す服飾表現の言葉とし

ている。デザインとは、「ある目的のもとに創

意工夫し、その構想を具体的に示すこと」であ

る 5)。本稿で扱う「FashionDesign」とは、流

行の様相として創意工夫し具体的に示された服

飾表現としている。

研究方法は、前稿の研究にならい行った 80

年代全般の時代を象徴する特徴的なファッショ

ン・デザインについて整理した内容を基盤に、

rvogue」誌が創刊されたアメリカに注目して、

アメリカにおける 80年代ファッションについ

て文献調査を行う。前 4稿までの「Vogue

Pattern Book」の分析では、パリのデザイナー

や情報を基に絹集されていた 50年代、 60年代

から 70年代には次第にアメリカのデザイナーIU)

の記述が増えてきた実態が明らかになった。さ

らに 80年代前半では、イタリアや 8本などの

世界各地のデザイナーが注目され、アメリカの

デザイナーが世界的に知られるようになってき

た様子に触れた。これらの分析結果も本稿でア

メリカに注目した背景である。

次に共立女子学園の図書館所蔵「Vogue

Pattern Book」を用いて、先に上げた特徴的な

ファッション・デザインとアメリカにおける

80年代ファッションの文献資料と照らし合わ

せて考察をする。本稿で取り上げる分析資料は、

80年代後半の 1980年JAN/FEB号から 1984年

NOV/DEC号までの 29冊 (1985年 MAY/JUN

号は欠号）を対象とする。特に 80年代前半と

の比較を踏まえて分析を行う。

1. 80年代におけるアメリカン・ファッション

先行研究 6)7) 8)や文献 9)10) 11)では、アメリカ独

自のファッションの名称をアメリカン・ファッ

ションとして、その歴史的背景や概念を述べて

いる。活動的でシンプリシティがキーワードで、

自由なアメリカ的生活様式・ライフスタイルに

即したスポーツの要素を取り入れたデザインが

アメリカン・ファッションの特徴である。
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1-1. アメリカン・ファッションにおけるデザ

イナーの役割

前述した先行研究や文献によると 70年代ま

でのアメリカン・ファッションの発展には、ア

メリカのデザイナーが大きな役割を担っていた

とされていて、 80年代も引き続きその傾向で

あることが伺える。 1985年に出版された

「Fashionmerchandising: An introduction 4th 

Edition」12)(全訳「アメリカファッション・ビ

ジネス全知識 13)) によると、この時期の米国フ

ァッション卸・小売業にとって、パリの既製服

ショーはファッションのヒントを得る情報源と

してますます重要になっているとされている。

書籍の中では、アメリカ以外のフランス、イギ

リス、イタリア、日本等の海外の著名デザイナ

ー名をまとめて、その時代にいかにデザイナー

は重要であったかを提唱している九 70年代

までの成功事例を受けて、この時代の代表的な

アメリカのデザイナーでは DannaKaranと

Tommy Hilfigerを挙げている 15)。DannaKaran 

は、スポーティで機能的な作風でアメリカン・

ファッションの代表的デザイナーである Anne

Klein16>のもとでチーフデザイナーとして働い

ていた。 1985年に DannaKaran Inc. を設立し

て独立し、 9月に初めて単独でファッション・

ショーを開催した。「女性の脚線美と多忙な毎

8」をスローガンとし、目指したのは「旅行や

着回しに向いていて、着る人を魅力的に見せる

洋服」だった。基本はウール・ジャージのポデ

ィスーツで、丸くしぽんだ形のスカートや伸縮

性のあるサロンjJ:2)、ウールの巻きスカートな

どを合わせた＂）。その後 1988年に若い女性用

のDKNYというより価格が安いラインを出し、

ファッション・リーダーに広く受け入れられた

18)。ワーキング・ウーマンが一日中着こなせる、

幾通りにも組み合わせられるワードロープがコ

ンセプトである DannaKaran、そのセカンド・

プランドのDKNYともアメリカン・ファッション

の概念に基づいている商品だった 19)。1984年に

コレクションを発表したTommyHilfigerは、

スポーツウェア注3) • アイテムをカジュアルに重

ね着したスタイルなどを提案し、世界的なプラン

ドとなったとされている 20)。またジャージの代

表格とされる NormaKamaliも80年代のパワ

ー・スーツを着心地の良いスウェットシャツに

仕立てて、この時代のアメリカのデザイナーと

して忘れてはならない存在である 21)。

この時期、大手デパートがアメリカン・ファ

ッションのデザイナーのプロモーションを大々

的に行っている 22)。店内では各デザイナー毎に

商品展開の場所を分けたり、広告のキャンペー

ンやテレビで広くアピールをした。その成功事

例として、 Bloomingdale'sが CalvinKleinや

Ralph Laurenなどのファッション・プランドを

創り上げたとされている。 CalvinKleinは、鋤

く女性向けの着やすい服作りを強化し、女性が

堅苦しくならずにプロフェッショナルに見える

ようなソフトな仕立て、ニュートラルな色使い、

着回しできるアイテムに注目した 23)。カシミア、

シルク、イタリア製ウール生地などの高級服地

をシンプルなシルエットに仕立てることで、ゅ

ったりとしたエレガンスを演出したスタイル

は、 CalvinKleinのプランド・アイデンテイテ

ィを確立した。 RalphLaurenは1971年にレデ

ィスをスタートし、スエードなどを使ったカン

トリー・スタイルで知られる公）。 Bloomingdale's

以外では、 HenriBendelやBergdorfGoodman 

がアメリカン・ファッションを頻繁に取り上げ

ている。

また、デザイナーによるプランド・アイデン

テイティの進化を表す結果として小売業の展開

を行うようになり、扱う商品も衣服に留まらな

くなっていく。 1984年に RalphLaurenが初め

てflagshipstoreをマンハッタンのアッパーイ

ーストサイドの歴史ある GertrudeRhinelander 

Waldo Houseに開いた。店舗では、男女をター

ゲットとしたファッション・アクセサリー・香

水・家具•などを扱っていたという。 Isaac

Mizrahiはファッション以外にシアターデザイ
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ン、自社テレピ番組、 Target1t.4>のアクセサリ

ーや服のデザインまで挑わっていた。 Isaac

Mizrahiは、内面的な優雅さに溢れたデザイン

で知られる PerryEllis 25>や CalvinKleinを経て、

1987年に自社を設立した。ニューヨークの雑

多な文化と映画やテレビドラマを創造源に、都

会的な滸やすい服作りをした丸

このように 80年代においてはデザイナーの

名前は商品を展開する際に、極めて重要であっ

たと言える。

1-2. メデイアが発信するアメリカン・ファッ

ション

この時代、アメリカのデザイナーやアメリカ

ン・ファッションが広く一般の人々や世界に知

られるようになった理由の背県のようにメデイ

アから発信する情報が重要であったことに注目

したい。

例えば、贅沢な衣服を提供するアメリカのデ

ザイナーが広く知られるようになった理由につ

いては、次の記載内容が認められた 'D)。1980

年にファースト・レディとなった Nancy

Reaganは、ヨーロッパの贅沢な素材を使う

James Galanos28>、イプニング用でもシンプルで

飾りすぎない BillBlass29>、異素材の組み合わせ

で定評のある GeoffreyBeene30>、フォーマル・

ドレスなど装飾された手の込んだイヴニング・

ドレスで知られる Oscarde la Renta31>、また帽

子デザイナーのAdolfo32>などが好みだった。そ

れらデザイナーの衣装を着装した姿はメデイア

に露出されて、デザイナーの名前が広まったと

している 3.1)。アメリカの上流社会や有力な政治

家夫人たちに好まれた衣装は、それを身にまと

った様子がメデイアで取り上げられるため、

人々の関心も集まり、その結果として衣装のデ

ザイナーの名前や情報を得ることができた。

また、アメリカン・ファッションが世界に知

られるようになった理由として、この時代の特

徴であるとされている 80年に成立された CNN

(Cable News Network: ケープルニュースネッ

トワーク）とケープルテレピのチャンネルが沢

山出来たことが挙げられている 34)。その事例は、

MTV (Music Television)のエンターテイメン

トを対象としたチャンネル、ホームショッピン

グ、ファッションに関するニュースネットワー

クなどである。

その他、 80年代前半に活躍した女優の

Brooke Shieldsが雑誌によく登場していたこと

をきっかけに、その後スーパー・モデルil:5)が

注目されるようになり、アメリカン・ファッシ

ョンを広めるためにセレプリティ注6)が良い宜

伝となっていく。 1980年に CalvinKleinが、 15

歳の BrookeShieldsを広告に起用したことは

センセーショナルな提案だった 35)。その後

Christy Turlington、LindaEvangelista、Naomi

Campbell等のスーパー・モデルの存在が雑誌

や広告キャンペーンで多く露出され、小売業に

大きく影欝を及ぽした。関連した事柄では、撮

影する有名カメラマンは麻度なテクニックを使

い、また多額の広告キャンペーンを作ったとさ

れている。

1-3. ライフスタイルから見るアメリカン・フ

ァッション

アメリカン・ファッションの特徴の 1つで

あるライフスタイルとファッションとの関連に

ついては、人々が飛行機で自由に動けるように

なることにより、様々なシーンでファッション

を楽しむ機会が簡単にできるようになったとさ

れている 36)。そして当時のアメリカでは、西海

岸や東海岸、あるいは都市の大小を問わず、全

国的にカジュアル・ウェアとスポーツウェアが

揃っている状況であった 37)。

この時期、米国労鋤省の報告によると 1977

年以降は働く女性の総数は鷲異的な勢いで増え

続けたとされている。働く女性は、人に会う、

昼休みに買い物、仕事から帰る途中など、絶え

ずファッションに触れる機会を持つようにな

る。そして「Ms.」や「WorkingWoman」など

の新雑誌の情報源もあり、ファッションヘの関
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心を急激に高めることにつながっていく。女性

のワードロープは、ライフスタイルにより様々

であったとする記述もある。例えば、毎朝出社

前にテニスを楽しむビジネスウーマンなら、ク

ローゼットの中には、レジャー・ウェアやフォ

ーマル・ウェアに並んでビジネス用およぴテニ

ス用のファッションが入っている。家庭や家族

を持つワーキング・ウーマンなら、仕事や家庭

生活に合わせたファッションを取り揃えている

などライフスタイルに合わせたワードロープの

実態を示している 38)。特にスポーツ服は、女性

のテニス着やゴルフ着は8常の街着とは大きな

変わりはないくらい大切であるとし、スポーツ

をすることが重要であると推測できる記述もあ

る。ヘルス・クラプ、体操教室、ワークアウト・

ジムが爆発的な人気を得て、レオタードやエク

ササイズ・スーツ、ウオーム・アップ・スーツ

その他、自己鍛練に向くファッションと付属ア

クセサリーなどの大きな市場が新たに生まれ

た。スポーツに関連すればどんな活動であれ、

それ専用のファッションがすぐに提案され浸透し、

欠く事ができない必需品になったのである 39)。

2. 「VoguePattern Book」の分析

前稿にならい「VoguePatterns Book」の目

次に着目し分析を行った。目次は、 80年代前

半と同様に "SPECIALFEATURES" "IN 

EVERY ISSUE" "FASHION NEWS"の 3つの

大見出しとこれに付随する複数の小見出しから

構成されている。その中でも "FASHION

NEWS"には同誌が注目するファッション・デ

ザインや最新のファッション動向が反映されて

いるうえ、そのキーワードは小見出しからも読

み取ることが可能であることは前稿において明

らかにした。本稿においても "FASHION

NEWS"の小見出しを概観し、 80年代前半に

引き続き誌面を特徴付けると推察されるデザイ

ナーと職場におけるファッションをキーワード

に分析を進め、 80年代前半との比較を行い 80

年代の全体像を明らかにすることとした。

2-1. 目次"FASHION NEWS"から

2-1-1. 各国デザイナーの位置づけとファッシ

ョン・デザインの特徴

"FASHION NEWS"を構成する小見出しか

ら、特定のデザイナー名あるいは "designer"

の語が含まれるものを抽出した。その結果、表

1に示すように、欠号である 1985年MAY/

JUN号と 1987年JAN/FEB号を除き、デザイ

ナーをテーマとする小見出しが複数号に渡り掲

載されていた (28冊/5年間）。

同様の傾向は 80年代前半にも認められたが、

各号における掲載件数を比較すると、 80年代

前半は計35件、後半は計 60件であり、後半の

方が掲載件数の多いことがわかる。

さらに、 80年代後半の内訳を見ると、小見

出しにデザイナー名が明記されているものが計

42件、デザイナー名はないが "designer"の語

が含まれるものが計 18件あった。

このうち、前者42件に着目すると、約 85%

にあたる 35件はアメリカのデザイナーである

ことがわかった。並ぴに、後者 18件のうち約

89%にあたる 16件にもアメリカのデザイナー

が含まれていた。

これより、アメリカのデザイナーが優位であ

ったことは明らかであり、この傾向は 80年代

前半の流れを受け継ぐものと言える。

そこで、小見出しにデザイナー名が明記され

た計42件の中から、具体的なデザイナー名を

抽出したところ、 CalvinKleinが 9件、 Anne

Kleinが 6件 (70年代には初出している。この

他にセカンド・ラインである ANNEKLEIN II 

が 1件ある）、 PerryEllisが 6件 (70年代に

は初出している）、 DonnaKaranが 4件 (80

年代後半に初出している。この他にセカンド・

ラインである DKNYが 1件 (80年代後半に初

出している））の順に掲載件数が多いことがわ

かった。

すなわち、 70年代に初出し 80年代前半に最

も多く特集された CalvinKleinの興隆は勢いを
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目次 "FASHIONNEWS"からデザイナー名あるいは "designer''の語が含まれる小見出しを抽出した結果

NOV/OCT 

1989 JAN/FEB 

MAR/APR 

MAY/JUN 

JUL/AUG 

SEP/OCT 

NOV/DEC 

小見出し

Introducing Donna Karan 

Anne Klein Wardrobe Plan 

Calvin Klein Wardrobe 

Designer Directions: London, 

Paris, New York 

Designer News 

Anne Klein Wardrobe 

Linen: The Designers Choice 

THE DESIGNER SPIRIT 

PERRY ELLIS MIXERS 

ANNE KLEIN n 
DANNA KARAN 

BETTY JACKSON 

TAMOTSU IS BOSS 

ADRl'S KEY PIECES 

DESIGNER POINTS 

MEET MICHAEL MORTELL 

CALVIN KLEIN'S SLEEK 

MODERNS 

RALPH LAUREN CAREER 

DESIGNER BRILLIANCE 

NEWCOMER ISAAC 

MIZRAHI 

MIX DANNA KARAN 

PERRY ELLIS CAREER 

DANNA KARAN 

ANNE KLEIN 

CALVIN KLEIN 

BILL BLASS LUXURY 

RALPH LAUREN 

ANNE KLEIN ll CAREER 

NEW DESIGNER SHAPES 

DESIGNER SHAPES 

DKNY 

TEN TOP DESIGNERS 

CALVIN KLEIN 

計60件

開始頁

44 

62 

78 

36 
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2
6
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4
2
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0
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4
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5
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7
0
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5
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NOV/DEC 

1988 JAN/FEB 

MAR/APR 

MAY/JUN 

月
SEP/OCT 

JUUAUG 

SEP/OCT 

年

表 1

1986 

NOV/DEC 

1987 MAR/APR 

小見出し

Calvin Klein's Ward『obe

Four 

Designer Stars 

Perry Ellis 2-Pattem 

Wardrobe 

Eye on Designers 

Desingers on Your Career 

View from the Top 

Designers 

Calvin Klein 3-Pattem 

Wardrobe 

Designers: 10 of the Best 

Christian Dior's Pa『is

Pattern Pair 

Collection P『iveeby Bill 

Blass 

Calvin Klein's Sunny 

Wardrobe 

Perry Ellis 2-Pattern 

Wardrobe 

The Designer Dress 

Adventurous Adri 

Designer Moods: Attiude/ 

Latitude 

Anne Klein Wardrobe 

Ka『ILagerfeld: Paris Dazzler 

Perry Ellis Wa『drobe

Geoffrey Beene Career 

Claude Montana Wardrobe 

The Best of Calvin Klein 

Calvin Klein Career 

Wardrobe 

Perry Ellis 2-Pattern 

Wardrobe 

The Designer Eye 

Tamotsu Wardrobe 

Anne Klein Wardrobe 

Designer Futures 

開始頁

42 

68 

41 

52 

60 
68 

66 

18 

28 

32 

50 

42 

66 

28 

32 

5
6
3
4
3
2
5
6
8
2
4
6
2
8
 

6
8
2
8
3
8
4
8
7
0
 

SEP/OCT 

NOV/DEC 

MAR/APR 

MAR/APR 

JUL/AUG 

SEP/OCT 

MAY/JUN 

MAY/JUN 

JUL/AUG 

月
JAN/FEB 

JAN/FEB 

JUL/AUG 

5
 

年一

98
ー

ナーも、掲載件数こそアメリカのデザイナーに

劣るが80年代前半に続き健在である。例えば、

Chloe (注： Chloeとはフランスのデザイナー

Gaby Aghionが立ち上げたプランド名でありデ

ザイナー名とは異なるが、「VoguePattern 

Book」において "designer" と紹介されてい

ることから本稿においてもデザイナーとして扱

うこととする）、 ChristianDior、Givenchy、

Guy Laroche、KarlLagerfeld、NinaRich、
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増し、同じく 70年代に初出した AnneKleinと

Perry Ellisがそれに続くかたちとなっている。

一方で、同じく 80年代前半に初出した

Adele Simpson、BillHaire、JosephPiconeらの

名は 80年代後半にはなく、その衰退がうかが

える。このことは、例え優位とされるアメリカ

のデザイナー達の間でも競争が繰り広げられて

いたことを示している。

また、かつて優位であったフランスのデザイ
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図 3ロンドンのデザイナー BellyJackson・sによる

ファッション ・デザイン

(「VoguePattern Book」"DesignerDirections: London, 
Paris, New York" 1987年 NOV/DECサ pp.36-37
より転萩）

f,:f Lパリのデザイナー Dior{/,:)とGivenchy(イi)
によるファッション・デザイン

(「VoguePattern Book」"DesignerDirections: London, 
Paris, New York" 1987年 NOV/DECサpp.46-47
より転戟）

としてアメリカを始めとする他国のデザイナー

達と共に包括されている。

この "designer"らの中には、イギリスのデ

ザイナーである BettyJackson (1987年 NOV/

DEC号、 1988年 NOV/DECサ、 1989年JUL/

AUG号 ・NOV/DEC-砂の計 4件）やイタリア

のデザイナーArnaldoGirombelliが立ち上げた

プランドである Genny(1988年 NOV/DEC号）

も含まれている。

さらに、 80年代前 'j:.に新たに登楊したI,本人

デザイナーもまた後半に活躍が認められ、 全 60

件のうち TAMOTSUが 5件、 ISSEYMIYAKE 

が 5件 (1986年 MAY/JUNサでは両者が一絣

に取り上げられる）含まれている。TAMO'fSU

においては、 2回に渡り小山IIしにもその名が

明記され特集されている (1987年 MAY/JUN

号および 1988年JUL/AUGサ）。これより、イ

ギリスやイタリアのデザイナーよりもTAMOTSU

をはじめとする「1本のデザイナーが重要視され

ていたことを誂み取ることがIll米る。

総じて、 "FASHIONNEWS" におけるデザ

イナーの出現率から砒み取れば、フランスの煎

災性は保持されながらも時代はアメリカン ・フ

ァッションヘと移行し、アメリカのデザイナー

szou33u-ogz f)I
S
 wo 

図 2ニューヨークのデザイナー PerryEllisによるフ

ァッ ション ・デザイン

(「VoguePattern Book」"DesignerDirections: London, 
Paris, New York" 1987年 NOV/DECサpp.42-'13
より転載）

Ungaro、YvesSaint-Laurentらが全 60件のう

ち約 28%にあたる 17件（こううちデザイナー

名が明記された小見出 しが 3件ある）に含ま

れている。このうち、小兄IJIしにデザイナー名

が明記されたものは 1985年 NOV/DEC号の

℃ hristian Dior1s Paris Pattern Pair"、1986年

JUL/AUG号の "Kru・lLagerfeld: Paris Dazzler"、

1986年 SEP/OCT号の℃laucle Montana 

Wardrobe"の 3件であり、残り 14件は"designer●●
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図 4 アメリカのデザイ 図 5 アメリカのデザイナ

ナー CalvinKleinに -Donna Karanによ

よるファ ッション ・ るファッション ・デザ

デザイン イン （パンツの場合）

(「VoguePattern Book」 (「VoguePattern Book」

"Calvin Klein "Introducing Donna 

Wardrobe・・1987年 Karan-1987年 SEP

SEP/OC1、サp.79よ /OCTりp.49より転

り転載） 載）

が極位にあると 育える。同小見出しからは、ア

メリカのデザイナーこそが当時におけるデザイ

ナーの象徴であるように目に映る。

そして、アメリカ、フランスのデザイナーを

はじめ、日本、イギリス、イタリアのデザイナ

ー らがそれぞれ手掛けた衣服に滸目していく

と、おおよそ国ごとに特徴が異なるだけでなく、

国を越えた共通}.'.(、も認められた。

例えば、柊I1はバ リの DiorとGivenchyに

よるものである。Diorは非‘常に大きな楳にタ

ック をよせたト ップとミ ニスカー トを合わせ、

Givenchyはロング丈のジャケットの裾からス

カートが見える。両者とも洗純されたエレガン

トな印象であると 百えよう 。一方、 l1XI2にあ

るニューヨークのデザイナーの PerryEllisは、

袖に膨らみを持たせながらも全体的にはシンプ

ルなシルエットでシ ックな装い となっている。

いずれもこの時代に流行しているパワー・ショ

ルダーをキーワー ドにデザインしている}.'1は類

似しているが、印象は異なる。

図 6 アメリカのデザイナ 図 7 アメ リカのデザイ

-Donna Karanによ ナーAnneKleinに

るファッション ・デザ よるファッション ・

イン（スカートの場合） デザイン

(「VoguePattern Book」 (「VoguePattern Book」

"Introducing Donna -Anne Klein 

Iくaran・ 1987 イド Wardrobe Plan 

SEP/OCT,,J-p.47よ 1987年SEP/OCI'サ

り転載） p.65より他1,1戊）

また、図 3のロンドンのデザイナー Betty

Jackson'sによるものは、ギャザーを巧みに川

いた装いが印象的で、シンプルな色使いの中に

も左右非対称のラインなど動的な要索が認めら

れ1iii者らと J~なるが、共通灯、も学げられる。そ

の 1つは、 80年代前半にも認められたパワー・

スーツやパワ ー ・ ドレ ッシングである。 ~I 1、

図 2、図 3の中には、 Mパ ッドを用いる と共

に腰のくびれを強調し、 全体的に凸凹したシル

エットを見ることが出来る。 また、図 2と1,(1

3には、府の大きなポックス籾のシルエ ッ ト

を見ることが出来る。

さらに、 I裂11とl労13に見られるポディ・コ

ンシャスの装いは、 80年代後半のファッショ

ン・デザインに特徴的な共通項であると言って

良い。 これについては、 l~I 2で取り上げた当

時侵位であったアメリカのデザイナーにおいて

も同様である。例えば、 1,(14に示すデザインは、

「シ ンプルなカ ッティングと選ばれた素材によ

る服作り 」によるミニマリ ズムを目指した 40)
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l;<f 10 Fl本のデザイナーTAMOTSUによるファッショ

ン・デザイン

(「VoguePattern Book」"'Linen:The Designer・s 

Choice・1988年MAR/APRサpp.74-75より転載）

ニックから生まれた生地やカ ッティングを）flい

ながらも、オyfやすいデザインを追求 <2) したと

されるが、例えば、 1~1 8 に示すようにギャザ

ーを巧みに川いたジャケッ トや左右非対称のス

カートといったファッション ・デザインは他の

デザイナーと様相 を異にしている。 また、屈l

9の左下およぴ右下にある三宅のデザインは、

上衣の裾を立体(Iりに変形させヒ ップを毅ったも

のであり、 これらは欧米の衣服はもちろん11本

の利服とも異なる利l造(Iりな装いである。

これに対し、同じ H本のデザイナーでも

TAMOTSUは欧米のデザイナーと特徴を共に

しており、アメリカン・ファッションを築き上

げた一貝として注lさlされている。そこに束洋的

な淡素は見受けられない （図 10参照）。本名は

戸Ln保で、 1945年に埼歪県で生まれた。桑沢

デザイン研究所を卒業後、 1970年に渡米し、

F汀 （ファッション工科大学）も卒業している。

また、当時、アメリカ大統領夫人であ った

Hillary Clintonの衣服を手がけたことでも知ら

れているうえ <J)、アメリカでは百貨店でも取り

上げられるほどデザイナーとしての地位を確立

していた "'o
概 して、国を越えた流行として、パワー ・シ

ョルダー、パワー ・スーツ、バワー ・ドレ ッシ

-80 — 

Calvin Kleinによるものである。先述したよう

に、 ,,jの大きなコートによって流行のポックス

型シルエッ トを演出し、ワンピースの素材には

ニ ッ トを用いたうえに幅の広いペル トを併）IJ 

し、ポディ ・コンシャスの装いとなっている。

同サには、「1本型に 131,tのない女性でも安心

してA咋られるデザインで 「旅行や滸回しに111]い

ていて、消る人を魅力的に見せる洋服」を H指

した <I)と評された DonnaKaranのデザインも

掲載されているが、彼女のデザインにも体のラ

ィンを鉗わにしたポデイ・コンシャスを見るこ

とがIll米る。図 5および似16がその一例であ

るが、パンツの場合にも太いベルトを）11いポデ

ィ ・コンシャスをi演出 している ことがわかる。

同様に、 l「i]号に掲載された AnneKleinのデザ

ィンの中にも図 7に示すようなポデイ・コン

シャスの装いが認められる。

一方で、流行を取り入れながらも強い個性を

発揮したのが日本のデザイナーの三宅一生であ

る。三宅は、 「高度なプロセスと尖験(Iりなテク

図 9 II本のデザイナー

!SSEY MIYAl<.Eによ

るフ ァッ ション ・デ

ザイン （その 2)

(「VoguePattern Book」
-Designer News-

1988年 JAN/FEBサ

p.70より転叔）

似18 II本のデザイナー

ISSEY MIYAKEによ

るファッ ション ・デ

ザイン （その 1)

(「VoguePattern Book」
"DESIGNER 

POINTS" 1988年

JUL/AUG号 p.76よ

り転載）

、C
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表 2 目次 "FASHIONNEWS"から "work"あるいは

"career"の語が含まれる小見Illしを-1111Illした結果

零 ~ 11!麹n •一... 嗣鎗貫 ・・-・ "記, 咄 /fE8 5e M'wol lO w.,,, to Won. 
MAAJ, 印 ca V-, Cary Voo,a Wo,t,~c Ea..tv 
JUL/山 G I 00 D● ~-Y-C.,eeo 
tlOV/OEC ~Wo,v,c$, い V.-,(●鳥yV~VQD.le

.... JUL/心 G SI v_..·.~ 脳 a

函 ノOCT !,I: G.d!l, .... 0-. c ....... 

'"' は函匹
11~,c_, C-fl/' w.a,~ 

JULJ"1G .. --""ェ~
SEP/OCT ,. ,......,,. .. _, 
HOVJt)f:C 4.1 fflW.lt-1. C...er Suou 

.... MAA/匹 t1 v~c..-
)I CM.... lAt.Alyle J., ロ＆心疇

s<P/OCT ll CA.RE.fR OP『IONS

71 R心 l..AlUlcHCAREER 

＂這! JAR/f'EB 41 A'M)知 GSI如 O U PERAYEWS CAAE£R 
MAA/APR 56 L00t(S rnA. 「WO庫瓢St

M Tt4EOFIQf『WORKFORCE

は'Y/JUN 6A AJmE KL(書』 a:C人 祖R
JIJU"1G 70 C知 TMC逗 ER

Sか/OCT

It 13;,i. 

化と
享一―i-―号

i-i
 

-i--_ 

So41aalla¥! 
伽細-~.. 

伽日疇三
Tllt(I鱈m19
m伽.""" 
一呻ぬ...
叫~......“血DOSI
訊“幽dolhosl

図 11戟場におけるファ l;<I J2 戟楊におけるフ ァ

ッション （その I) ッション（その 2)

(「VoguePattern Book」(「VoguePattern Book」
"LOOKS THAT "VOGUE CAREER" 

WORK BES1'" 1989 1989年 SEP/OCTり

年M紐 /APRり・p.61 p.81より転載）

より転載）

ング、ボディ ・コンシャスが学げられるが、そ

の表現はおおよそ国により異なることが確認で

きた。

なかでも、時代を先祁するアメリカン ・ファ

ッションの特徴は、先述したシンプルさをはじ

め、持ち合わせの衣服で消匝lしが可能な装いに

あると 言えよう 。表 1を見ると、複数の小見

出しに洋服ダンスを慈味する "wardrobe"の

語が認められる。その数は、 60件中 15件あり、

全体の約 25%を占める。 さらに、小見出しの

図 13戦場におけるフ ァッション（その 3)

(「VoguePattern Book」'"VOGUECAREER .. 

1987年JUL/AUG,,}p.48より転載）

後ろに記・ー']1-内容の要約が記載されるようになる

1988年 MAY/JUN号以降は、その要約文の中

に '"wardrobe'" の語が認められる (26件巾 6

件あり、これは全体の約 23%に当たる）。この

ことは、同誌がタンスの中にある衣)JI{をコーデ

ィネートしたかのようなファ ッションを試みて

いた現れと言える。ir蚊には、女性の社会進Iii

が進むとともに外出の機会が妍え括動的となっ

た女性のライフスタイルの変容があると4fl;察さ

れる。

2-卜2.職場におけるファッション ・デザイン

''FASHION NEWS" を構成する小兄Illしか

ら、 "work" の品を含み戦場でのファッション

を提案しているものを抽出した。その結果、

1980年代前半には計 6件認められた "work"

の晶であったが、後半は計 8件のI司甜に）U11え、

.n 13件の "career"の語が認められた。

このことは、働く女性が一般化し台頭してき

たことで、 戦場におけるフ ァッションをd.<す語

が抽象的な "work" から、 経験を梢んだニュ

アンスを持つ "career"へと変容しつつあるこ

とを示していると言って良いだろう 。内訳を表

2に示す。

ただし、 "work" と "career・・の甜によるJllil

- 81ー
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表3 巷木に掲載された絵型の数

年 掲載数（件）

1985 307 

1986 343 

1987 364 

1988 382 

1989 280 

言十16761牛

装の迩いがあるわけではなく、共通するフ ァッ

ション・デザインが幾つか認められた。例えば、

80年代前半の戦場のファッションの特徴とし

ても学げられた細材の女性の身体をfjパッドに

よって大きく 直線的に力強く見せたものや、ポ

ックス型のシルエッ ト、装飾を排除したJllil装が

それである。1以111に見られる左側の女性は、

ベルト付きのワンピースに肩の大きなポックス

型の黒いジャケ ットをコーデイネー トしてい

る。これらは、 ，］が]T-中の語にもあるように、フ

ェミニンなフリルは省き、なおかつハー ドさも

省いたシンプルなラインとなっている。

そして、 l:;(112に見られる 3通りの装いもま

た、 訂が大きくシンプルなラインではあるが、

体に密滸した索材を川いることによ って女性 ら

しい体つきを表したポデイ ・コンシャスな装い

となっている。また、左上と左下の装いより A咋

回しが出米るような提案がなされていることが

わかる。充上ではスカー トスーツを消）Tlしてい

るが、左下ではそのジャケットを脱ぎ、プラウ

スとスカート の糾み合わせにアクセントとして

ベル トを川いている。

一方で、 1以I13に見られるパンツ ・スーツは、

シルエットこそ直線的でユニセ ックスなもので

はあるが、胸元が開いた水玉のプラウスや人き

なアクセサリーによって女性らしさを演111して

いる。このような戦場のファッションにおける

女性らしさの演Illは、 80年代前半よりも益し

Pa;ts g.9• 17'1 J1<"1 6 S"1 Dyしいll'f'<ICS.Zts 1-IIS!l.lO•11« 五 ws,11 
&-15 S5J~. ・-,. 町 EasyV町 Vo;.oDrusA紐 S..-u** Iい~12~1ヽ 1 &-1●J
S5l0, ・-山心JUS...-1. S滋 •t161.Jtcu1. Blo匹 & p~.., 幻n會＊ （いe
, ~ 14.1g.11)(2!)-l22• S4l0 - 馳1$-i,1 e,.11 S5込 ●9S59 JK<rl I $•'1 
ふm 會 • 1U-1収12... ,,,s, □ ・-... 紐シ以S59$

..... Pr: ........ .. 以'°""い螂...____ぬ...._.., 
,; 一

図 14絵型が掲載されていない例（詳細は次サに持越し）

(「VoguePattern Book」・voguePalterns Guide" 1986年

MAY/JUNサp.75#1747他より転載、赤線はホ者

による）

10(ぶ

75% 

50% 

25" 

°" 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年

(307件） (343件） (3い件） (382件） (280件）

〇皐品アイテムを

コーディネート

o皐品アイテム

図 15 rr. 品アイテムの提案か、あるいは、単品アイテ

ムをコーデイネート した提案かに関する潤査結果

（絵型の分析）

ているように感じられる。

2-2. 巻末掲載の絵型から見る コーデイネート

の重要性

「VoguePattern Book」の特徴のひとつであ

る巻末に掲載された絵型から、 80年代後半の

ファ ッション ・デザインの特徴を捉える こと を

l==I的とし、前述の結果を節まえ 2つの事項に

ついて分析を行った。

前稿では、 1981年から 1984年の 1111に佃年

300件を超える絵咆が認められたのに対し、 80

年代後半においては、表 3に示すように、 300

件を超える絵型は 1988年の 382件をピークと

し、 1989年には前年より約 100件減った 280

件・に留ま っている。

こうした中、80年代後半に特徴的な事項と

して、例えば ''Note:Patterns will be available 

July 1986. No further information available al 

ー 82ー
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7S% 

0その他

0スカートとパンツ

ロバンツ

ロスカート

泣

25% 

°" 198S年 1986年 1987年 L9B8年 1989年

(174件） (20S件） (214件） (187件） (14S件）

注 ：（） 内は胆晶アイテムをコーデイネートしている

絵型の件数

柊116 rr.,•,-.,, ァイテムをコーデイネー トしているものに

ついて、スカート ・スタイルの提案かパンツ ・ス

タイルの提案かに関する渇介粘呆 （絵i\~の分析）

time of printing." (I図I14参照） や ・'Further

information not available at time of print. Pattern 

will be available in February."'51などと記され

たものが 1986年以降に含まれていることがシ洛

げられる。 これらは、絵型の番号こそ設けられ

ているものの、そこに絵型がない場合もあれば、

出版時に提供できる情報に限りがあるため詳細

は次号以降に持ち越しといった内容を記してい

る。同種のものは、 1986年に 6f牛、 1987年に

35 f牛、 1988年に 16件、 1989年に 24・('I:あり、

表 3の件数からは除外している。

これらが意味する兵慈は定かでないが、単に

編集側の準備不足というよりは、説者の枕11を

次号まで惹きつけようとするものとも考えられ

る。

抽 /I_¥した 絵 型については、 ・・nress・・ ゃ

"Jacket'"、・・skirt"、Panls .. とい った単品アイ

テムの提案とこれらを 2つ以上コーデイネー

トした提案に 2別し分析を行った。

その結呆、 l~l 15に示すように、1988年を除き、

単品アイテムをコーデイネートした絵型（例え

ば、 Iii17-3 参照） が、 lji品アイテムの絵/~~ (例

えば、図 17-2参照）よりも占める割合が閥い

こと がわかった。 このことは、 80年代前半と

同じ領向であ り、 後半もまたコーデイネー トの

.
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図 17-1 4 .fl[(のバン ツによ るファッション

(「VoguePallern Book」"NewestPants of・35・1986年

MAR/APRサpp.52-53より 転載）
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l:<I 17 -2 "Pants" の絵}~~

(「VoguePattern Book」"VoguePatterns Guide・1986年

MAR/APRサp.86#9417より転載、IヌI19-1 Jii/i: 

と~~しい）
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図 17-3"Pants・ と "Top"をコーデイネー トした絵削

(「Vogt1ePattern Book」・voguePatterns Guide・1986年
MAR/APRサp.86#9558,#1649より転載、 1,(119-1 

Ii: から 2番IIと等しい）

時代への転換期であったことを示しているとは

えよう。

そこで、2つ以上のりt品アイテム をコーデイ

ネートしている）l阻装に関して、それらの Iて衣は

パ ンツなのかスカートなのか、あるいはその両

)jなのかについて絵パ校を もとに分析を行った。

80年代後半は、 1i1i半と数値こと相迩するが、

全体領向はおおむね一致す ると兄て良いだろ

う。l:XI16に示すように、 1i1i半と liiJ様に、 11f"I~ 

—83 — 



ー

塵

一一5

讐
国
暉
隋
"
i
-
-
-
i
f
i
-
i
i

吾

(2017) 第 63サ共立女 f人学家政学部紀災

1
 

ハ
ミ
、

9
•一

＂閣
竺

ベ

ふ
囚•I 9

△̀
 

J•I 

ー

l
,
I
1
¥
:r

・".
;
1
.
‘,
．I
"̀

L
 

．
 

,
i
h}
 

ギ
ー
L

~

.,' 

1
• ー_`,

．
 
・

IIIf
 

，
 

＂芯

m]

・(
'
1

｛し
4
1

fヽ'a9< SJ •1567 心.... $500● 15'9 Pin~ 56 00紐 n釦u•• • , 
出,.11, CfOP""'2"口釦馴 sヽ・-

図 17-4"Pants・ と "Halter・ をコーデイネートした

絵J¥リ・

(「VoguePattern Book」・voguePatterns Guide" 1986年

M紐 /APRサp.86#1567,#1649より転載、 IS<J17-1 

右から2番Hと等しい）

.., '-''・ 

IヌI18 5種のスカートとプラウスによるファ ッション

(「VoguePattern Book」"SkirtingFigure Problems・ 

1985年 NOV/DEC号 pp.4臼 7より転戟）
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l図19-H本型の大きな女性をテーマとしたファ ッション

(「VoguePattern Book」・voguefor Large Sizes" 1986年

SEP/OCTサ pp.38-39より転載）

様々な形を一人の女性が楽しむ時へと移り変わ

っていると言えるだろう。スカー トとパンツは、

女性にとってどちらも必要なアイテムなのであ

る。そして、これらに流行のデザインを取り入

れながらコーデイネートしていく ことが韮要と

なってくる。例えば、図 17-1は、4種のパン

ツを提案したものである。屈l左より、 /j要から裾

にかけて次第に細くなった 8分丈のバンツ、

同じくダプルの裾で折り返しているように見え

るくるぶし丈のパンツ、腰から据にかけ同じ幅

でま っすぐに落ちたパンツ、裾の広がったワイ

ー 84 —
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図17-5"Pants"と゜Blouse・をコーデイネートした

絵I利

(「Vogt.rePattern Book」・voguePatterns Guide・1986年

M紐 /APRサ p.86#9444.#9537より転載、 lixl17-1 

I立右と等しい）

パンツよりもスカー トの提案が多い。

さらに詳細を見ていくと、スカートを提案し

た割合が最も泊jい年は 1987年の 63%、低い年

は 1989年の 46%、パンツを提案した割合が1立

も邸い年は 1985年の 32%、低い年は 1988年

の 11%、スカー トとバンツの両方を提案した

割合が最も翡い年は 1989年の 12%、低い年は

1985年の 2%である ことがわかる。すなわち、

年々、各種の数値に変動はあるが、 80年代を

通してコーデイネートの対象アイテムとしては

パンツよりもスカートを提案する｝））；合が多いと

言える。

とは言え、ここで飛災なことはスカー トかパ

ンツかの論争を展開することではない。はじめ

に、スカートおよぴパンツの形が、 80年代前

半と同様に多様化する傾向が認められることに

滸目したい。時代は、スカートおよぴパンツの
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1;2119-2 "Coat"と ・Jacket".. Skirt・ をコ ーデイネー

トした絵型

(「VoguePattern Book」・voguePatterns Guide・1986年

SEP/OCT号 p.98#9730より転載、 1:x119-1左側

と等しい）
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枢119-3"Tunic"と..Skirt"をコーディネートした絵型

(「VoguePattern Book」"VoguePatterns Guide" 1986年

SEP/OCT号 p.98#9429より転載 l又119-1,{ jfl~ 
と等しい）

ドパンツが見て取れる。ただし、左の白いパン

ツはパンツ単品のみ絵型を掲載しているのに対

し （図 17-2参照）、他 3種のパンツは、"Top''

や ''Halter"、"Blouse" とコーデイネー トした

形で絵型を掲載している (l;:{117-3、柊117-4、

屈I17-5参照）。これらの府方は、 トップスをパ

ンツの中に入れ、ベル トを）IIいウエス トのくぴ

れを強調しているように見て取れる。すなわち、

即時代に流行のボディ ・コンシ ャスを反映した

ものと言えよう。

また、図 18は、5種のスカートとプラウス

をコーディネー トしたものである。スカー ト丈

は、膝丈かふくらはぎの半ばに相当するいわゆ

るミモレであり、その滸方は先述したパンツの

際と 同様に、プラウスをスカ ート の中に入れウ

エス トを強調している。さらに、それぞれタイ

ツの色も変えていることから、包括的に装いの

組み合わせを提案していることが見てJ収れる。

さらに、 これらのスカートは、いずれも下半

身の体型カパーをテーマとしており、 ここ に

80年代前半には認められなかったテーマを見

ること が出来る。80年代後半は、ファッション ・

デザイ ンの力によるイ似敷カパーが注目されてい

たことを示す一例と汀えよう 。同記事は、社会

進出する女性が妍えると同時に、女性が人目に

触れる機会が削すことを受け企両されたものと

拙察される。

体型カパーに関して）111えれば、図 19-1のよ

うに、体型の大きな女性をテーマとしてスカ ー

トにジャケット、コート、チュニ ック等をコー

ディネー トしたものや (1:XI19-2、および、屈l

19-3参照）パンツと これらをコ ーディネー ト

したものもまた 80年代前半には見られない事

象である。さらに、 1:XI19-1の右上に "sizedto 

24"とある ことからも分かるように、そのサイ

ズ展開は非常に骰富である。アメリカのレデイ

ースサイズは 2 (11本の 5号に相当）、4、6

と2の倍数で殷IJりしていくが、 lji.純合1符する

と24サイズはLI本の 27りに相当することにな

る。アメリカならではのサイ ズ展IJりがなされて

いると言えよう 。

3. 考察

「VoguePattern Book」の分析から、前稿で

言及した 80年代前半の分析結果と木稿で言及

した80年代後半の分析結呆を総括するととも

に、これらを文献にみる 80年代フ ァッション

の調究結果と照らし合わせながら80年代全体

の特徴について言及する。

80年代前半については、分析から明らかに

なった事象を 4つに分類した。すな わち (1)

70 年代から細続して認められる']~項として、

デザイナー頂視の傾向、様々な場而で受け入れ

られたパンツ、 (2)70年代から兆候があり 、

80年代に入り台頭 してきた事項として、複数

の単品アイテムをコーデイネー トすること 、(3)

- 85 — 
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80年代に入り新たに登場した事項として、パ

ワー・スーツやパワー・ドレッシング、 8本人

デザイナーの登場、 (4)80年代に入りこれま

で見られた変化が停滞する事項として、スカー

卜丈の選択の自由化（同誌における主流は膝下

丈）が挙げられた。 80年代後半については、

これを概ね踏襲しながらも新たな時代へと徐々

に変化していく様子が見て取れた。

一般に“デザイナーの時代＂と称される 80

年代であるが、デザイナーの間でも競争は繰り

広げられており、 80年代全体においてアメリ

カのデザイナーがデザイナーの象徴として前面

に押し出され、アメリカン・ファッションが提

案されていることが「VoguePattern Book」よ

り明らかになった。このことは、文献調査の結

果と共通する事象である。例えば、大手デパー

トにおけるプロモーション戦略を成功させプラ

ンドを創り上げたとされる CalvinKleinや

Ralph Laurenをはじめ、アメリカン・ファッシ

ョンの代表的デザイナーである AnneKleinや、

スポーティで機能的な作風とされる Danna

Karan、そのセカンド・プランドの DKNYは、

同誌にも度々登場した。

加えて、かつて優位であったフランスのデザ

イナーが確固たる地位を築き不動のものとなっ

た一方で、アメリカにおけるファッションはよ

りカジュアルなものへと独自に変化を遂げ、そ

のような状況下においてフランスのファッショ

ンは手が届きにくいものと認識され一歩退きつ

つある様子が誌面より見て取れた。

こうした中、誌面に複数回に渡り認められた

"wardrobe"の語は、フランスとは異なりカジ

ュアルで機能的な衣服を好んだアメリカのファ

ッションの在り方を物語っていると言えるだろ

う。実のところ、 DannaKaranが "wardrobe"

をコンセプトとしていることは文献においても

確認することが出来た。当時のアメリカで全国

的にカジュアル・ウェアが揃っているとする文

献内容とも近しい事象である。

とは言え、「VoguePattern Book」において

はアメリカとフランスのファッションに共通点

も認められた。このことは、アメリカン・ファ

ッションの根底にパリの既製服ショーがあると

する文献を想起させる。すなわち、誌面におけ

る両者のファッション・デザインは、 80年代

を通して流行が認められたパワー・スーツ、パ

ワー・ドレッシング、並ぴに、 80年代後半に

顕著に認められたポデイ・コンシャスを取り入

れている点は同じであるが、その印象は明らか

に相違していた。言うなれば、フランスは力強

く、アメリカはシンプルなラインで仕上げてい

る。

こうしてアメリカのファッションが独自に変

化していく中、「VoguePattern Book」では日

本人のデザイナーが80年代前半に初出すると、

後半ではイギリスやイタリアのデザイナーより

も登場する回数を増やしていた。 ISSEY

MIYAKEは東洋とも西洋とも異なる独創性を

披露し、 TAMOTSUはアメリカのデザイナー

と特徴を共にすることで受け入れられていた。

先述したように、文献によると、アメリカでは

大手デパートがアメリカのデザイナーのプロモ

ーションを大々的に行っていた他、ファースト・

レデイや女優が着用する衣服をメデイアが取り

上げることで特定のデザイナーの名が周知され

たとあったが、 TAMOTSUもこの流れに従う

1人であり、誌面でも活躍が認められた。また、

同誌で取り上げられた BillBlassや Geoffrey

Beeneもまたファースト・レデイに衣服を提供

した 1人であり、賓沢な衣服を提供するアメ

リカのデザイナーとして活躍していることが文

献からも確認できた。

上記の流れと平行して、「VoguePattern 

Book」からはアメリカにおける女性のライフ

スタイルの変化が見てとれた。 1977年以降、

働く女性の急増に伴い、ファッションに触れる

機会が増えるとともに関心が高まったことは文

献を通しても明らかな事実であった。誌面から

も、女性の社会進出が進むなかで、職場でのフ

ァッションを表す語としてこれまで使用されて
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いた "work"は "career"の語へと代わり始め

たことが見て取れた。女性にとって仕事とは一

時的に担うものではなく、女性個人のライフス

タイルや生き方を形成するものとなりつつある

ことがわかる。そして、職場のファッションに

は、 80年代前半に引き続き後半もまた女性の

有能さや地位を強調する手段としてパワー・ス

ーツやパワー・ドレッシングが取り入れられて

いた。とりわけ、 80年代後半ではその中にも

女性らしさを演出する傾向が認められた。

このパワー・スーツやパワー・ドレッシング

は、前述の通り 80年代全体を通して流行した

事象であるが、同時代はこれを軸としながらも

様々なファッション・デザインが提案された多

様化の時代でもある。例えば、絵型の分析から

複数の単品アイテムをコーデイネートする傾向

は80年代全体に認められたが、時が進むにつ

れ、流行を抑えながらも様々な形のスカートや

パンツを一人の女性が楽しむ傾向が認められ

た。時代はもはやスカートかパンツかの論争で

はなく、形の多様化へと移り変わっていること

が明らかになった。

さらに、多様化は形に留まらずサイズ展開に

まで及んだ。誌面における 80年代後半の特徴

として、ファッション・デザインの力による体

型カバーが挙げられる。なかには 24サイズま

で展開しているものもあり、アメリカならでは

の事象と言えるだろう。

総じて、「VoguePattern Book」にみる 80年

代は他の年代と比べれば特徴こそ少ないが、ア

メリカのファッション・デザインの軸がフラン

スのデザイナーからアメリカのデザイナーヘと

転換していく時代であると言える。また

"wardrobe"に象徴されるコーデイネートの面

白みとシンプルでカジュアルなアメリカン・フ

ァッションが確立されていく時代を写し出して

いる点は注視すべき事象であるとともに、文献

の裏付け資料としても同誌は貴重なものと言え

る。
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注釈

注 1) ここでいうアメリカのデザイナーと

は、アメリカ市場に商品を展開しており、

評価されているデザイナーを示してい

る。アメリカ国籍の有無については概念

外としている。宮武恵子、平田麻里子、

新田彩乃「"VoguePattern Book"に見

るFashionDesign (3) -1970年代分析

を基に一」共立女子大学家政学部紀要

第61号 2015年1月 80頁

注 2) マライ語で〈筒〉の意味で、インド

ネシア、マライ半島の男女が用いている

筒状の腰布のこと。田中千代「服飾事典」

同文社 1975年2月2日335頁

注 3)本来はスポーツ用の服装を意味する

が、米国では公的な衣服以外すべてをス

ポーツウェアと呼ぶ傾向にある。実際に

スポーツをするときの服はアクテイプ・

スポーツウェアといって区別している。

引用文献からの記述からこの意味を解釈

すると、気楽な服装や普段箔などの形式

ばらない着こなしで、今日で言うカジュ

アル・ウェアと同義であると考えられる。

「ファッション辞典」文化出版局 2012年

2月10日59、61頁

注 4)ターゲット・コーポレーション (Target

Corporation)が巡営するデイスカウン

ト百貨店チェーン。小売店を 1792店舗

(2015年）運営している。アパレル以外

には生活に関する製品が低価格で展開さ

れているターゲット公式ホームページ

https:/ /corporate.target com 

注 5)従来のモデルの枠を超えた大きな影

糟力を持ち、巨額のギャラを稼ぐトップ・

モデルのこと。「ファッション辞典」文

化出版局 2012年2月 108 256頁

注 6)原意は「名声、高名」または「有名人、

名士」。本来は主としてアメリカで上流

階級やハリウッドの有名俳艇など、各分
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野でのセレプレート（祝福されるべき）

な一流人士を意味する。吉村誠一「ファ

ッション大辞典」繊研新聞社 2011年4

月18930頁
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